
(57)【要約】

【課題】ＺＩＦ構造の電気コネクタを用いても実装スペ

ースが小さくてすみ、高密度実装に好適な、電気コネク

ト構造を提供する。

【解決手段】回路基板５に貫通穴５ａを形成し、回路基

板５の接続端子５ａが設けられた側とは反対側にフレキ

シブル配線基板４を配置し、互いに回路基板５を介して

反対側に位置するフレキシブル配線基板４の接続端子４

ａと回路基板５の対応する接続端子５ａとを、回路基板

５の貫通穴５ａに装着されたＺＩＦ構造の電気コネクタ

Ｃｅを介して導通接続する。電気コネクタＣｅには、複

数の接続子２が並設されており、各接続子２の両端に形

成した第１接続端子部２ａと第２接続端子部２ｂをそれ

ぞれ対応するフレキシブル配線基板４の接続端子４ａと

回路基板５の接続端子５ａに導通接触させる。

【選択図】図２

JP 2005-142007 A 2005.6.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 路 基 板 の 複 数 の 接 続 端 子 と フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 複 数 の 接 続 端 子 と を 電 気 コ ネ ク タ
を 介 し て 導 通 接 続 す る 電 気 コ ネ ク ト 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 回 路 基 板 の 前 記 複 数 の 接 続 端 子 が 形 成 さ れ た 端 子 配 列 部 に 隣 接 し た 位 置 に 、 前 記 回
路 基 板 の 前 記 複 数 の 接 続 端 子 が 形 成 さ れ た 表 面 か ら 裏 面 に 貫 通 す る 貫 通 穴 を 設 け 、
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 を 前 記 回 路 基 板 の 裏 面 側 に 配 置 し 、
　 前 記 回 路 基 板 の 表 面 側 か ら 前 記 貫 通 穴 を 通 っ て 裏 面 側 に 至 る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 回 路
基 板 の 裏 面 側 に 配 置 し た 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 一 接 続 端 子 に 導 通 接 触 さ せ る 第 １ の 接 続
端 子 部 と 、 前 記 回 路 基 板 の 表 面 の 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 前 記 一 接 続 端 子 に 対 応 す る
接 続 端 子 に 導 通 接 触 さ せ る 第 ２ の 接 続 端 子 部 と を 有 す る 接 続 子 を 複 数 個 備 え た 電 気 コ ネ ク
タ に よ り 、 前 記 回 路 基 板 の 各 接 続 端 子 と こ れ に 対 応 す る 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 各 接
続 端 子 と を 前 記 接 続 子 を 介 し て 導 通 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 電 気 コ ネ ク ト 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 気 コ ネ ク タ は 、 前 記 第 １ 接 続 端 子 部 近 傍 か ら 退 避 し た 開 成 位 置 と 前 記 フ レ キ シ ブ
ル 配 線 基 板 の 挿 入 さ れ た 端 部 の 接 続 端 子 と 前 記 第 １ 接 続 端 子 部 と を 押 圧 接 触 さ せ る 閉 成 位
置 と の 間 で 回 動 自 在 に 設 け ら れ た ア ク チ ュ エ ー タ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 路 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 を 電 気 接 続 す る 電 気 コ ネ ク ト 構 造 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 （ Flexible Printed Circuit） の 一 端 に 並 設 さ れ た 複 数
の 接 続 端 子 を 回 路 基 板 上 の 対 応 す る 各 接 続 端 子 に 一 括 し て 電 気 接 続 す る 器 具 と し て 、 特 許
文 献 １ に 示 さ れ る よ う な 電 気 コ ネ ク タ が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 従 来 の 電 気 コ ネ ク タ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 接 続 端 子 部 を 電 気 コ ネ ク タ 内 に
容 易 且 つ 確 実 に 挿 着 で き る よ う に 、 所 謂 Ｚ Ｉ Ｆ （ Zero Insertion Force） 構 造 が 採 用 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｚ Ｉ Ｆ 構 造 の 電 気 コ ネ ク タ に お い て は 、 通 常 、 両 端 に 接 続 端 子 部 が 形 成 さ れ た 複 数 の 接
続 子 が 内 部 に 並 設 さ れ て お り 、 こ れ ら 接 続 子 の 一 方 の 各 接 続 端 子 部 に 対 し 挿 入 さ れ た フ レ
キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 対 応 す る 各 接 続 端 子 を 押 圧 接 触 さ せ る た め の ア ク チ ュ エ ー タ が 設 け ら
れ て い る 。 こ の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 挿 入 す る 際 に は そ の 端 部 が 円
滑 に 挿 入 さ れ る よ う に 接 続 子 の 一 方 の 各 接 続 端 子 部 近 傍 か ら 大 き く 退 避 し 、 挿 入 し た 後 は
そ の フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 端 部 の 各 接 続 端 子 を 電 気 コ ネ ク タ 内 の 対 応 す る 接 続 子 の 一 方
の 各 接 続 端 子 部 に 確 実 に 押 圧 接 触 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 述 の 回 動 式 ア ク チ ュ エ ー タ を 備 え た Ｚ Ｉ Ｆ 構 造 の 電 気 コ ネ ク タ は 、 Ｚ Ｉ Ｆ 構
造 を 採 用 す る こ と に よ り 電 気 コ ネ ク タ の 外 形 が あ る 程 度 大 型 化 す る こ と は 避 け ら れ な い か
ら 、 例 え ば 高 精 細 液 晶 表 示 モ ジ ュ ー ル 等 の 薄 型 高 密 度 実 装 機 器 に お け る 電 気 コ ネ ク ト に は
適 さ な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ４ ５ ５ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 本 発 明 の 課 題 は 、 回 動 式 ア ク チ ュ エ ー タ を 備 え た Ｚ Ｉ Ｆ 構 造 の 電 気 コ ネ ク タ を 用 い て も
実 装 ス ペ ー ス が 小 さ く て す み 、 薄 型 高 密 度 実 装 に 好 適 な 電 気 コ ネ ク ト 構 造 を 提 供 す る こ と
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 は 、 回 路 基 板 の 複 数 の 接 続 端 子 と
フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 複 数 の 接 続 端 子 と を 電 気 コ ネ ク タ を 介 し て 導 通 接 続 す る 電 気 コ ネ
ク ト 構 造 で あ っ て 、 前 記 回 路 基 板 の 前 記 複 数 の 接 続 端 子 が 形 成 さ れ た 端 子 配 列 部 に 隣 接 し
た 位 置 に 、 前 記 回 路 基 板 の 前 記 複 数 の 接 続 端 子 が 形 成 さ れ た 表 面 か ら 裏 面 に 貫 通 す る 貫 通
穴 を 設 け 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 を 前 記 回 路 基 板 の 裏 面 側 に 配 置 し 、 前 記 回 路 基 板 の
表 面 側 か ら 前 記 貫 通 穴 を 通 っ て 裏 面 側 に 至 る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 回 路 基 板 の 裏 面 側 に 配
置 し た 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 一 接 続 端 子 に 導 通 接 触 さ せ る 第 １ の 接 続 端 子 部 と 、 前 記 回
路 基 板 の 表 面 の 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 前 記 一 接 続 端 子 に 対 応 す る 接 続 端 子 に 導 通 接
触 さ せ る 第 ２ の 接 続 端 子 部 と を 有 す る 接 続 子 を 複 数 個 備 え た 電 気 コ ネ ク タ に よ り 、 前 記 回
路 基 板 の 各 接 続 端 子 と こ れ に 対 応 す る 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 各 接 続 端 子 と を 前 記 接
続 子 を 介 し て 導 通 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 に よ れ ば 、 回 路 基 板 に 貫 通 穴 を 穿 設 し 、 こ の 貫 通 穴 を 介 し て
電 気 コ ネ ク タ を 設 置 し 、 接 続 子 の 両 端 の 各 接 続 端 子 部 を 回 路 基 板 の 表 裏 両 面 に そ れ ぞ れ 位
置 さ せ る か ら 、 回 路 基 板 の 表 裏 両 側 に お い て 電 気 コ ネ ク タ が 占 め る 設 置 ス ペ ー ス の 割 合 が
小 さ く な り 、 回 動 式 ア ク チ ュ エ ー タ を 備 え た Ｚ Ｉ Ｆ 構 造 の 電 気 コ ネ ク タ を 用 い る 場 合 も 高
密 度 実 装 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 に お い て は 、 電 気 コ ネ ク タ が 第 １ 接 続 端 子 部 近 傍 か ら 退 避 し
た 開 成 位 置 と フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 挿 入 さ れ た 端 部 の 接 続 端 子 と 前 記 第 １ 接 続 端 子 部 と
を 押 圧 接 触 さ せ る 閉 成 位 置 と の 間 で 回 動 自 在 に 設 け ら れ た ア ク チ ュ エ ー タ を 備 え て い る こ
と が 好 ま し く も 、 こ れ に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 を 電 気 コ ネ ク タ に 挿 着 す る 作 業 が 容
易 と な り 、 高 密 度 実 装 に 好 適 で あ る だ け で な く 実 装 作 業 性 に も 優 れ た 電 気 コ ネ ク ト 構 造 を
提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 を 示 す 平 面 図 で 、 図 ２ は 図 １ の II
－ II線 で 切 断 し た 電 気 コ ネ ク ト 構 造 を 示 す 断 面 図 、 図 ３ は 電 気 コ ネ ク ト 動 作 を 示 す 図 ２ に
対 応 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に お い て 、 絶 縁 性 樹 脂 材 料 を 用 い て 細 長 筐 体 状 に 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ １ に は 、 一
対 の 開 口 １ ａ 、 １ ｂ が 、 そ れ ぞ れ 、 互 い に ハ ウ ジ ン グ 横 断 面 に お い て 略 対 角 に 位 置 す る 配
置 で 、 ハ ウ ジ ン グ の 長 手 方 向 の 略 全 域 に わ た る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ハ ウ ジ ン グ １ 内 に は 、 金 属 等 の 導 電 性 材 料 か ら な る 複 数 の 接 続 子 ２ が ハ ウ ジ ン グ １ の 長
手 方 向 へ 所 定 の ピ ッ チ ｐ で 並 設 さ れ て い る 。 各 接 続 子 ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ ン
グ １ 内 を 大 略 横 断 で き る 長 さ に 形 成 さ れ る と 共 に 両 端 に 第 １ 接 続 端 子 部 ２ ａ と 第 ２ 接 続 端
子 部 ２ ｂ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 そ の 第 １ 接 続 端 部 ２ ａ が 一 方 の 開 口 １ ａ に 位 置 し 且 つ 第 ２
接 続 端 子 部 ２ ｂ が 他 方 の 開 口 １ ｂ か ら 突 出 す る 配 置 で 設 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 ハ ウ ジ
ン グ １ の 天 板 １ ｃ に 、 複 数 の 接 続 子 ２ を 所 定 の ピ ッ チ で 並 列 に 保 持 す る た め の 保 持 部 １ ｄ
が 、 ピ ッ チ ｐ で 並 列 に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら 保 持 部 １ ｄ に 各 接 続 子 ２ に 形 成 さ れ て い る
鉤 部 ２ ｃ を 挿 通 さ せ る こ と に よ り 、 各 接 続 子 ２ が 所 定 位 置 に ピ ッ チ ｐ で 並 列 に 保 持 さ れ て
い る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 一 方 の 開 口 １ ａ に は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ が 回 動 自 在 に 設 置 さ れ
て い る 。 こ の ア ク チ ュ エ ー タ ３ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ 内 に 開 口 １ ａ か ら 挿 入 さ れ た フ レ キ シ ブ
ル 配 線 基 板 ４ を 接 続 子 ２ の 列 に 向 け て 押 圧 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お け
る ア ク チ ュ エ ー タ ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ の フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ が 挿
入 さ れ る 開 口 （ 以 下 、 基 板 挿 入 口 と い う ） １ ａ に 嵌 装 さ れ て そ の 略 全 域 を 閉 じ る こ と が で
き る 大 き さ に 形 成 さ れ 、 両 側 端 部 を そ れ ぞ れ ハ ウ ジ ン グ １ の 両 側 壁 １ ｅ 、 １ ｅ に 立 設 さ れ
た ピ ン １ ｆ 、 １ ｆ に よ り 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ Ｃ ｅ は 、 回 路 基 板 ５ に 貫 通 形 成 さ れ た 長 方 形 の 貫
通 穴 ５ ａ に 装 着 さ れ て い る 。 こ の 貫 通 穴 ５ ａ は 、 図 １ に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 電 気 コ ネ ク
タ Ｃ ｅ の 平 面 形 状 よ り も 大 略 一 回 り 程 度 小 さ い 長 方 形 の 長 穴 を な し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 電 気 コ ネ ク タ Ｃ ｅ を 貫 通 穴 ５ ａ に 装 着 す る に は 、 ま ず 、 貫 通 穴 ５ ａ 内 に 、 回 路 基 板 ５ の
接 続 端 子 ５ ｂ が 設 け ら れ て い る 側 と は 反 対 側 （ 以 下 、 裏 側 と い う ） の 斜 め 上 方 か ら 、 電 気
コ ネ ク タ Ｃ ｅ の 接 続 子 ２ に お け る 第 ２ 接 続 端 子 部 ２ ｂ を 突 出 さ せ て あ る 開 口 （ 以 下 、 端 子
突 出 口 と い う ） １ ｂ 側 を 挿 入 し 、 天 板 １ ｃ の 庇 部 １ ｇ と 第 ２ 接 続 端 子 部 ２ ｂ と が 対 向 す る
ス ペ ー ス に 、 回 路 基 板 ５ の 接 続 端 子 ５ ａ が 配 設 さ れ て い る 貫 通 穴 縁 部 ５ ｃ を 嵌 入 さ せ る 。
こ れ に よ り 、 接 続 子 ２ の 第 ２ 接 続 端 子 部 ２ ｂ と 回 路 基 板 ５ の 接 続 端 子 ５ ｂ を 確 実 に 導 通 接
触 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 後 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 基 板 挿 入 口 １ ａ 側 部 分 の 底 面 １ ｈ を 回 路
基 板 ５ の 貫 通 穴 縁 部 ５ ｃ に 図 示 し な い 両 面 テ ー プ 等 の 接 着 部 材 に よ り 接 着 す れ ば 、 電 気 コ
ネ ク タ Ｃ ｅ の 装 着 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 述 の よ う に 設 置 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ Ｃ ｅ に フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ を 挿 着 す る 際 は 、
ア ク チ ュ エ ー タ ３ を 回 動 さ せ て 、 図 ３ に 示 す よ う に ハ ウ ジ ン グ １ の 基 板 挿 入 口 １ ａ を 開 放
す る 。 そ し て 、 こ の 開 放 さ れ た 基 板 挿 入 口 １ ａ か ら 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ の 接 続 端 子
４ ａ が 配 設 さ れ て い る 端 部 を 電 気 コ ネ ク タ Ｃ ｅ 内 に 挿 入 す る 。 こ の と き 、 フ レ キ シ ブ ル 配
線 基 板 ４ の 挿 入 さ れ る 先 端 部 は 、 対 向 す る 接 続 子 ２ の 列 と ハ ウ ジ ン グ 天 板 １ ｃ の 内 面 に ガ
イ ド さ れ な が ら 奥 側 に 進 行 し 、 先 端 面 が 各 接 続 子 ２ に お け る Ｕ 字 曲 が り 部 の 奥 端 面 に 当 接
す る 。 こ こ で 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ の 挿 入 が 完 了 す る 。 こ の よ う に 、 本 電 気 コ ネ ク タ
Ｃ ｅ に お い て は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ を 大 き く 開 成 し て 基 板 挿 入 口 １ ａ を 広 く 開 放 で き る と
も に 、 挿 入 さ れ る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ 端 部 の 収 容 ス ペ ー ス が 充 分 な 広 さ で 斜 め に 形 成
さ れ て い る た め 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ の 端 部 を 電 気 コ ネ ク タ Ｃ ｅ 内 に 簡 単 且 つ 円 滑 に
挿 入 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 挿 入 さ れ る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ 端 部 の 幅 方 向 の 位 置
は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 基 板 挿 入 口 １ ａ に 連 な る 収 容 ス ペ ー ス の 幅 Ｗ 1と フ レ キ シ ブ ル 配
線 基 板 ４ の 端 部 の 幅 Ｗ 2と を 同 一 寸 法 に （ 厳 密 に は 、 幅 Ｗ 2を Ｗ 1よ り 若 干 小 さ く ） 設 定 し
て お く こ と に よ り 、 挿 入 完 了 と 同 時 に 決 ま る 。 な お 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ 端 部 の 幅 方
向 の 位 置 は 、 位 置 決 め マ ー ク を 双 方 に 設 け て お き 、 こ れ を 基 準 に し て 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ 端 部 の 挿 入 が 終 わ っ た ら 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ を 矢 印 で 示 す 時 計
回 り 方 向 に 回 動 さ せ て 基 板 挿 入 口 １ ａ を 閉 成 す る と と も に 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ を フ レ キ シ
ブ ル 配 線 基 板 ４ 端 部 の 接 続 端 子 ４ ａ が 設 け ら れ て い な い 面 （ こ の 面 を 裏 面 と す る ） に 当 接
さ せ 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ 端 部 を 接 続 子 ２ の 第 １ 接 続 端 子 部 ２ ａ に 向 け て 押 圧 す る 。
こ の と き 、 接 続 子 ２ の 第 １ 接 続 端 子 部 ２ ａ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ の 閉 成 位 置 （ 基 板 挿 入 口
１ ａ ） に 位 置 し て い る か ら 、 押 圧 さ れ る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ 端 部 の 対 応 す る 接 続 端 子
４ ａ に 当 接 し 、 こ の 当 接 し た 状 態 の ま ま 強 制 的 に 押 し 曲 げ ら れ て 閉 成 位 置 か ら 退 避 さ せ ら
れ る 。 し た が っ て 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ が 規 定 の 閉 成 位 置 に 位 置 し た 閉 成 完 了 状 態 に お い て
は 、 各 接 続 子 ２ の 第 １ 接 続 端 子 部 ２ ａ が そ れ 自 体 の 弾 発 力 に よ り 対 応 す る フ レ キ シ ブ ル 配
線 基 板 ４ 側 の 接 続 端 子 ４ ａ に 圧 接 し 、 両 者 が 確 実 に 導 通 接 触 し て い る 。 こ れ に よ り 、 フ レ
キ シ ブ ル 配 線 板 ４ の 電 気 コ ネ ク タ Ｃ ｅ へ の 挿 着 が 完 了 す る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 に よ れ ば 、 回 路 基 板 ５ の 接 続 端 子 ５ ａ が
設 け ら れ た 側 と は 反 対 側 に フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ を 配 置 し 、 互 い に 回 路 基 板 ５ を 介 し て
反 対 側 に 位 置 す る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ の 接 続 端 子 ４ ａ と 回 路 基 板 ５ の 対 応 す る 接 続 端
子 ５ ａ と を 、 回 路 基 板 ５ を 貫 通 す る 貫 通 穴 ５ ａ に 装 着 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ Ｃ ｅ を 介 し て 導
通 接 続 す る か ら 、 外 形 が 厚 く 大 き い 電 気 コ ネ ク タ Ｃ ｅ を 用 い る 場 合 で も そ の 電 気 コ ネ ク タ
Ｃ ｅ が 回 路 基 板 ５ 上 に 占 め る 実 装 ス ペ ー ス を 小 さ く 抑 え る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 フ レ
キ シ ブ ル 配 線 板 ４ を 簡 単 且 つ 円 滑 に 挿 着 で き る が 外 形 が 厚 く 且 つ 大 き く な り が ち な Ｚ Ｉ Ｆ
構 造 の 電 気 コ ネ ク タ Ｃ ｅ を 用 い る 場 合 に も 薄 型 高 密 度 実 装 を 顕 著 に 促 進 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 上 述 の 実 施 形
態 で は フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ４ を そ の 接 続 端 子 ４ ａ が 設 け ら れ た 面 を 回 路 基 板 ５ に 対 面 さ
せ て 配 置 し た が 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 を そ の 接 続 端 子 配 設 面 を 回 路 基 板 ５ に 対 し 背 反 さ
せ て 配 置 す る 場 合 に も 、 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 は 好 適 で あ る 。 こ の 場 合 、 接 続 子 ２ の
形 状 を 変 え る こ と に よ り 、 回 路 基 板 ５ に 対 し 背 反 す る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 接 続 端 子 配
設 面 に 接 続 子 ２ の 第 １ 接 続 端 子 部 ２ ａ を 導 通 接 触 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 を 図 １ の II－ II線 に 対 応 す る 切 断 面 で 切 断 し て 示 す 断 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 電 気 コ ネ ク ト 構 造 に お け る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 挿 入 時 の 状 態 を 示 す 図 ２
に 対 応 し た 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ａ 　 　 開 口 （ 基 板 挿 入 口 ）
　 １ ｂ 　 　 開 口 （ 端 子 突 出 口 ）
　 ２ 　 　 　 接 続 子
　 ２ ａ 　 　 第 １ 接 続 端 子 部
　 ２ ｂ 　 　 第 ２ 接 続 端 子 部
　 ３ 　 　 　 ア ク チ ュ エ ー タ
　 ４ 　 　 　 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板
　 ４ ａ 　 　 接 続 端 子 （ フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の ）
　 ５ 　 　 　 回 路 基 板
　 ５ ａ 　 　 貫 通 穴
　 ５ ｂ 　 　 接 続 端 子 （ 回 路 基 板 の ）
　 Ｃ ｅ 　 　 電 気 コ ネ ク タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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